
※印部材は端末、所定コ－ナ－に本図の如く設けること。
外装は金網類を除く他は溶融亜鉛めっきとする。
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土質係数・普通土質（Ｂ）に依る。
基礎条件・・・配電規程（ＪＥＡＣ７００１）

基づく風圧力に依る。

地表面粗度区分・・・Ⅲ
基準風速・・・３４ｍ／ｓｅｃ

建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に設計荷重・・・
設計条件

ＳＰ防球フェンスＨ１４.７-２型（下部２ｍ網なし） S=1:60 

２
２

２
５

０
０

２
３

０
2
0
2
4
.
0
3
 

6000 

φ101.6×3.2 

φ267.4×10.0 
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メッセンジャワイヤ 2.0mm1×7 

メッセンジャワイヤ 4.0mm1×7 

φ267.4×10.0 
（STK540）
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φ267.4×6.0 
（STK540）

φ216.3×6.0 
（STK540）

メッセンジャワイヤ 2.0mm1×7 ※

［垂し張り（列線横方向）］

（素線抗張力９４０Ｎ／ｍｍ ～１１８０Ｎ／ｍｍ ）
（亜鉛付着量２５０ｇ／ｍ 以上）

菱形金網 φ１．８×４０ｍｍ
（カラ－ハガネ鉄線）
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亜鉛テ－プ
（現地巻き）

（STK540）
φ267.4×6.0 

（STK540）
φ216.3×6.0 

6000 

建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に基づく風圧力に依る

基準風速 ３４ｍ／ｓｅｃ　　地表面粗度区分 Ⅲ　　ＧＬ＋０ｍ
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